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問 1 サイコロ (正 6面体)を 2個振ったときの出目の合計について次の (1)～(2)の問いに答え

なさい。

(1) 出目の合計が 7であることを知ったときの自己情報量を四捨五入により小数点以下第 2位ま

で求めなさい。

解答例 出目が (1, 6), (2, 5), (3, 4), (4, 3), (5, 2), (6, 1)のとき合計が 7となるから、自己情報量は

I(7) = − log2
6

36

= log2 6 = log2 2 + log2 3 = 1 + log2 3

= 2.584962 · · · ← 小数点以下第 3位を四捨五入する

≒ 2.58 (ビット)

である。

評価基準 解答例に準じた解答であれば 1点。

(2) この排反な確率事象系の平均情報量を四捨五入により小数点以下第 2位まで求めなさい。

解答例 この排反な確率事象系を Aとおくと、それぞれの確率は
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となるから、平均情報量 (自己情報量の期待値)は
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= 3.274401 · · · ← 小数点以下第 3位を四捨五入する

≒ 3.27 (ビット)

である。

評価基準 解答例に準じた解答であれば 1点。


